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『沖縄県の百年』 
金城 正篤／著 上原 兼善／著 山川出版社 2005年 

『これならわかる沖縄の歴史Q&A』 第2版 
楳澤 和夫／著 大月書店 東京 2020年 

『沖縄戦後史：写真記録』 
沖縄タイムス社／編  沖縄タイムス社 1987年 

『沖縄戦を知る事典』 
吉浜 忍／編 林 博史／編 吉川弘文館 2019年 

『私の沖縄戦記』 

外間 守善／[著] 角川学芸出版  2012年 

『沖縄戦を生きた子どもたち』 
大田 昌秀／著 クリエイティブ21 東京 2007年 

『写真記録沖縄戦：決定版』 

大田 昌秀／編著 高文研 2014年 

『琉球王国の象徴 首里城』 
當眞 嗣一／著 新泉社  2020年 
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今月の特集！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レファレンスだより 2022年 6月号 No.235 
 

    ■レファレンス受付件数（2022年 3月分） 

参考 人文 社会 自然 郷土・文書 

45 909 165 170 183 

国際 国連 こども ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰ 合計 

226 20 467 641 2826 

（開館日 19日 一日平均 149件） 

図書館では、情報を求める利用者に対して、
図書館の資料と機能を活用して調査のお手伝い
をする「レファレンスサービス」を提供しています。
法律相談や物品鑑定などお答えできない質問も
あります。「レファレンスだより」は、実際に寄せら
れた質問について、総合図書館が回答した事例
の一部を紹介する情報紙です。 

６月２３日は沖縄慰霊の日です。戦没者追悼と平和を

祈る日として 1974 年に沖縄県の条例で定められまし

た。また、２０２２年は沖縄本土復帰から 50 年の節目の

年にあたります。沖縄戦のことや、知っているようで知ら

ない沖縄の歴史について思いを馳せてみませんか。 

 

 

 

 

『琉球風俗絵図』 
[査 丕烈／作] 本邦書籍 東京 1982年 

『沖縄の風水』 

窪 徳忠／編 平河出版社 1990年 

『沖縄奄美の歳時習俗』 
崎原 恒新／共著 山下 欣一／共著  明玄書房  1975年 

『日本の食生活全集 47 聞き書 沖縄の食事』 
農山漁村文化協会  1988年 

『みんなの沖縄』 
主婦の友社  2016年 

『るるぶ沖縄 '23』  
JTBパブリッシング  2022年 

『本土の人間は知らないが、沖縄の人
はみんな知っていること』 
竜居庭園研究所／編著 建築資料研究社 1987年 

『沖縄の宝もの』 
中田 桃子／著 TOKIMEKIパブリッシング 2010年 
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質問：鴛鴦（エンオウ）沼という話が収録されているのはどの資料か。 

 

 

回答：『日本昔話事典』（稲田 浩二／[ほか]編 弘文堂 1978年）２階Ｄ７ R388.1/ﾆ/を 
よりどころに調査し、以下の資料がありました。 

 

 
 
①『古今著聞集 下』（[橘 成季／編著] 西尾 光一／校注 新潮社 1986年）２階Ｂ２２ 913.47/ﾀ/ 

 P.401の『古今著聞集』巻二十「魚虫禽獣第三十」の七一三馬允某、陸奥国尾赤沼の鴛鴦を射て出家の事

として収録されている。 

②『日本古典文学大系 85 』（岩波書店 1978年）２階Ｂ２２ 918/ﾆ/  

Ｐ．310の沙石集巻七の十四「鴛殺事」として採録されている。 

③『京都大学蔵大惣本稀書集成 第 8巻』（京都大学文学部国語学国文学研究室／編 臨川書店 1995.9）

２階Ｂ４ 081/ｷ/ 

  P.76の本朝故事因縁集巻之五 阿曽沼氏因果として採録されている。 

 ※ただし、それぞれの資料によって、舞台となる地名や沼の名称の違いなど若干の相違があるが、ストーリーとして

の筋は同様で、大変興味深いお調べものでした。 

質問：神武天皇時代頃の、服装や武具のイラストや写真がみたい。 

 

回答：以下のような資料があります。 

 

①『図解日本の装束（F FILES）』（池上 良太／著 新紀元社 2008年）１階ポ６６ 383.1/ｲ 

  ｐ10 古代の日本の服装、 ｐ38 衣褌（きぬはかま）姿、 ｐ40 衣裳（きぬも）姿、 

  ｐ140 古墳時代の衣服 

②『ビジュアル日本の服装の歴史 1 原始時代〜平安時代』（増田 美子／監修 ゆまに書房 2018年）１

階子３ 38/ﾋﾞ 

ｐ18～ｐ23  馬に乗ることを始めた人たち 

③『古墳時代の鏡・埴輪・武器：古墳遺物からみた古代日本』（樋口 隆康／[ほか]著 学生社 1994年）

閉架書庫 210.2/ｺ 

  ｐ139～ 古墳時代の武器・武具 

④『日本軍装図鑑 上（イラストで時代考証）2』（樋笹間 良彦／文・画 雄山閣 2018年）２階Ｄ１９ 

  390.9/ｻ 

  ｐ11～ 古墳時代の軍装 

 

※参考資料『天皇史年表』（井筒 清次／編著 米田 雄介／監修 河出書房新社 2019年）２階Ｃ１ R288.41/ｲ 

ｐ20 「初代神武天皇」の項あり。 

「神武天皇元年（前 660）辛酉 （中略） 神武天皇七十六年（前 585）丙子 3.11 神武天皇、橿原宮にて崩御

（崩年 127。「記」では 137。「神武天皇」とは追諡）。『紀』（後略）」と記載あり。 

 その他、百科事典をよりどころにして調査を進めました。 

 また、レファレンス共同データベースに同様の質問がありました。 

 「神武天皇の統治時代の服装、神武東征の時の服装について調べたい。（所沢市立所沢図書館）」 

  https://crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000286664 
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質問：約 1000年前（平安時代頃）の当時、日本にあった（食べられていた）野菜を知りたい。 

 

 

 
回答：以下の資料があります。 

 

① 『日本食生活史』（渡辺 実／著 吉川弘文館 1982年）２階Ｄ１９ 383.8/ﾜ  

 

② 『野菜の日本史』（青葉 高／著 八坂書房 1991年）２階Ｅ１２ 626/ｱ 

 

③  『日本の野菜文化史事典』（青葉 高／著 八坂書房 2013年）２階Ｅ１２ 626/ｱ 

  

④  『47都道府県・地野菜/伝統野菜百科』（成瀬 宇平・堀 知佐子／著 丸善 2009年）  

２階Ｅ１２ 626/ﾅ 

 

⑤ 『野菜の起源と分化』(藤枝 国光／著 九州大学出版会 1993年) ２階Ｅ１２ 626/ﾌ 

 

⑥ 『京の伝統野菜と旬野菜』（高嶋 四郎／編著 京の伝統野菜保存ミッション／編 

トンボ出版 2003年） ２階Ｅ１２ 626/ﾀ  

 

⑦ 『現代にいきづく京の伝統野菜』（菊池 昌治／著 誠文堂新光社 2006年）1階ポ７６ 626/ｷ⑦ 

⑧85「食品材料の種類」の項目に、「延喜式」と「倭名類聚抄」（承平５年（９３５ 
⑧   『七十二候を味わう京料理』（飯田 知史／著 光村推古書院 2020年）1階ポ６０ 596.21/ｲ 
 

質問：中国歴代王朝時の詳しい地図がみたい。（国際） 

 

回答：以下のような資料があります。 
 

①『中國歴史地圖集』（谭 其骧／主編 中国地图出版社 1982年） ２階Ａ２７ 

                               FR102CHI/292.2/TA 

第 1冊 原始社会・夏・商・西周・春秋・戦国時期 

第 2冊 秦・西漢・東漢時期 

第 3冊 三国・西晋時期 

第 4冊 東晋十六国・南北朝時期 

第 5冊 随・唐・五代十国時期 

第 6冊 宋・遼・金時期 

第 7冊 元・明時期 

第 8冊 清時期 

 各王朝時の詳細な地図あり。巻末に地名索引あり。中国語資料。 

②『中国歴史・文化地理図冊』（陳 正祥／編著 原書房 1982年）２階Ｆ６ R292.2/ﾁ 

③『世界史年表・地図 第 28版』（亀井 高孝・三上 次男／編 吉川弘文館 2022年） 

２階Ｃ１０ R203.2/ｾ/ 

④『アジア歴史事典 別巻 アジア歴史地図』（平凡社 1984年） ２階Ｃ１１ R220.03/ｱ/ 

 

 ※地図の多くは館内閲覧になっております。 

質問：約 1000年前（平安時代頃）の当時、日本にあった（食べられていた）野菜を知りたい。 
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      今月の一冊！ 
 

 

『介護・看護のオノマトペ ： 「もぐもぐ」・「ぜいぜい」は中国語・英語・ベトナム語・インドネシア語・ 
ネパール語・タイ語でどう言う?』 
（吉永 尚／著 廣部 久美子／著 和泉書院 2022年） 2階 E2 R490.33/ﾖ 

 

  本書は15×21cm横長の資料で、ページを開いてみると本文は表形式となっており、左から英語、中国語、中国語ピ

ンイン、日本語、よみ・ローマ字・説明文・例文、ベトナム語、インドネシア語、ネパール語、タイ語の順に表記されています。

医療福祉の現場で役立つことを目的とし、日本語の説明文と合わせて例文も載せてあるので、具体的に状況がわかるよ

うに工夫されています。オノマトペとは「もぐもぐ」や「ぜいぜい」などの音や状態をあらわす言葉であり、普段何気なく使

っているオノマトペの説明文を読んでみると、同じ『ぐったり』という言葉でも使い分けていることがわかる仕組みとなっ

ていて、非常に興味深いです。 

使ってみました  ｐ２２～ｐ２３より 

（疲れて）ぐったり → 疲労で体の力がなくなり元気がないようす。例）みんなぐったり疲れて座り込んでいる。 

                   [英語]to get tired 

（発熱で）ぐったり → 熱で体力を奪われ元気がないようす。例）高熱でぐったりしている。 

                   [英語]to be exhausted (with fever) 

 

総合図書館 専門図書 新刊案内 

新着本の一部を紹介します。読んでみたい本がありましたら、気軽にお尋ねください。 

 書名 著者名 出版者 請求記号 

人 

文 

音楽心理学ことはじめ ： 音楽とこころ

の科学 

エリザベス・ヘルムス・マーギュ

リス／著 二宮 克美／訳 
福村出版 761.14/ﾏ 

漢字の音 ： 中国から日本、古代から現

代へ 
落合 淳思／著 東方書店 821.1/ｵ 

社 

会 

「外国人嫁」の国際社会学 ： 「定住」

概念を問い直す 
大野 恵理／著 有信堂高文社 334.41/ｵ 

マーケティング戦略 第 6版 
和田 充夫／著 恩藏 直人

／著 三浦 俊彦／著 
有斐閣 675/ﾏ 

自 
然 

物理科学,この 1年 2022 パリティ編集委員会／編 丸善出版 420/ﾌﾞ 

水産資源学 松石 隆／著 海文堂出版 663.6/ﾏ 

今月の展示 ～総合図書館２階  主題別（専門書）・国際・国連 展示のご案内～ 

毎月 5つの部門でテーマ展示をしています。貸出も可能ですので、是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

≪人文科学≫   浮世絵 ≪社会科学≫   冠婚葬祭 

≪自然科学≫   エネルギー 
≪国 際≫   再発見、沖縄！  

              ―本土復帰 50周年― 

≪国 連≫   国連海洋会議 

≪１Ｆ ＲＣ１≫  主題別部門の             

雑誌を紹介します 
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